
















































































ォーゲル氏が「The Other Japanese Community: 










年に「Pan-Asianism in Meiji and Taisho Japan 




























Journal of Asian studies という学術雑誌の1986年
11月号に掲載されました「Chinese Area Studies 
in Prewar China: Japan ’s TふA Dobun Shoin in 
Shanghai, 1900・1945,J という論文、 1989年にプリ
ンストン大学から出版された fThe Japanese 
Informal Empire in China, 189ら1937」という研究
書に所収のご論文「TrainingYoung China Hands: 
To-A D6bun Shoin and Its Precursors, 1886-1945J、
2001年に初版としてミシガン大学出版から出版さ
れた「Education, C叫ture,and Identity in Twentie出－
Century ChinaJ という研究書に所収の「Christian










まず、 1986年のご論文「Chinese area studies 



















































なお「Training Young China Hands: To-A Do 





























































































































また、 1907年 6 月に発行された第91回「東亜同
文会報告J には、上海ドイツ領事館から本国政府
へ行ったとされる秘密報告の日本語訳が掲載され
ています。そのような秘密報告を東亜問文会はど
うして、どのようにキャッチしたのかという疑問
があるのですが、教育について興味深い記述があ
りますので、紹介します。要約すると次のように
なります。日本の商工業がいかに発展しようとも
ドイツの敵ではないが、注目すべきは日本の対清
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政策教育政策である。第一に教育政策に至っては
清国の留学生を本国に誘致して日本的に教習し、
第二に上海に東亜同文書院を設けて盛んに本国学
生を靖国的に教習しつつある。今後、この二者の
上に日本によって行われる政治上・経済上の対清
政策は恐るべきものがある。
この第一で述べられている、清国の留学生を本
国に誘致して日本的に教習し、というのは、東亜
同文会が清国留学生を教育するために東京に設立
した東京同文書院のことです。この学校は1899年
に設立され、中国ナショナリズムの高まりの影響
を受けて入学者数が減少した1922年に廃校となる
までの間存続しました。ここからはドイツが日本
の、具体的には東亜同文会の教育活動に危機感を
抱いていた様子がわかります。つまり、イギリス
やドイツなどの西洋諸国は、中国における自国の
発展について考えた際に、同文書院に対して、特
にその教育方法に脅威を感じていたことが、断
片的ですがこれらの資料から浮かび上がってきま
す。ここで紹介したのは1卯0年代半ばの 2 点の資
料だけですが、この問題を深く掘り下げていくに
は、言うまでもなくそれ以後の時期に関する資料
を調査・収集していく必要があります。また、資
料や文献を読みこなしていくために、英語のみな
らずドイツ語やフランス語の語学力が要求される
などの、容易に超えがたい語学の壁もあります。
しかし、いずれにしましでも、当時の中国をめぐ
る国際関係の中に東亜同文書院や東亜同文会を位
置づけ、日本と欧米の相互認識の焦点として捉え
ることが今後可能性として考えられるテーマでは
ないかと私は考えています。
本日の報告では紹介できない研究もままござい
ました。そうした課題については、今後論文とし
てまとめるなどの形で補っていきたいと考えてい
ます。以上をもちまして私の発表を終わらせてい
ただきます。皆様、ご清聴ありがとうございまし
た。
馬場毅（東亜同文書院大学記念センター）：どう
も武井さん、ありがとうございました。ただ今の
ご報告は特に欧米といってもアメリカの研究、と
りわけレイノルズ先生の研究を中心にお話があっ
たと思います。また、日本で出された「帝国とい
う幻想」の中での栗田先生とレイノルズ先生の若
干の意見の違いについては、この後栗田先生のコ
メントの中でもまたご指摘があるかと思います。
それで最後に武井さんから、今までの日中関係
という中で東E同文書院を位置づけるのではなく
て、東亜同文書院が、あるいは東亜同文会と言っ
てもいいかもしれませんが、日中提携による支那
の保全という目的を掲げたときに、当然欧米の中
国に対する侵略ということがあるわけで、それを
前提にしているわけだから、これからは今日のシ
ンポジウムをふまえて、日本と欧米の相E認識の
焦点として東亜同文書院を考えるという視点が必
要ではないかというご指摘だったと思います。時
聞がだいぶおしていますので、質問は後でまとめ
て、最後のコメントの後の中に入れされていただ
きます。武井さん、どうもありがとうございまし
たo
引き続いて栗田先生にお願いしたいと思いま
すが、簡単に栗田先生の紹介をさせていただきま
す。栗田先生は1977年に中央大学法学部をご卒業
され、 1988年明治大学大学院政治経済学研究科政
治学専攻博士後期課程単位習得されて退学されて
います。現在は国学院大学文学部の講師をお務め
になりながら、中央大学社会科学研究所客員研究
員をされています。専攻としては日本政治外交史、
及び日本政治思想史をおやりになっていまして、
著書としてはなんといっても新人物往来社から出
ています「上海東亜同文書院j が、これが今まで
の同文書院の評価を変えた、そういう意味では画
期的な著作だと考えられます。そのほか多数のご
欧米研究者から見た東亜同文書院
著書及び論文がございますが、今日は時間の関係
で省略させていただきます。それでは栗田先生に
コメントをお願いしたいと思います。よろしくお
願いします。
栗田尚弥（国学院大学）：栗田です、よろしくお
願いします。アメリカとフランスを代表される近
代史の研究者、それからアメリカを代表されるラ
イブラリアン、愛知大学が誇る若手研究者のご報
告に対して私ごときがコメントを加えられるかど
うかということがございますが、藤田先生のほう
からやれ、と言われましたので、恥ずかしながら
やらせていただきます。ある程度のストーリーは
お手元にあるペーパーに書いてありますが、急い
で作ったもので、打ち間違い等が少しありますの
で、ご容赦願いたいと思います。
まず、このシンポジウムは 3 回目になりますが、
最近非常に東E同文書院に関する研究、報告が増
えているようです。この愛知大学の図書館の成瀬
先生によりますと、お作りになった目録等は同文
書院関係目録を参考にさせていただきますと、戦
前から 1988年に東亜同文会の後進とも言うべき霞
山会が東亜同文会誌を作った、その1988年までの
聞に世に出た東亜同文書院、同文会関係の刊行物
は363点です。それに対して88年の同文会誌発刊
以降2004年までには68点の本が出ています。第二
次大戦後、 1945年以降に限定しますと、終戦から
同文会誌以前に刊行されたものは83点、これは論
文、あるいは評論等も含みます。それに対して同
文会誌は68点とその比率から言えば非常に高いと
言えると思います。
この20年の聞に同文会あるいは東亜同文書院に
対する研究は確実に増えているといっていいと
思います。しかも同文書院評価というのは、戦後
長く続いてきたマイナス評価というものではなく
て、きちんと資料を見てプラスとマイナス両方を
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